
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『学校(園)の教育目標』 

多様な人とかかわる中で、自他のよさを認め合い、協調して学び、新たな自分を発見できる子どもの育成 

学校通信  

ひがしやま 第２８号 

発行日 令和 6 年 6 月 28 日（金） 
発行者 別府市立東山幼稚園 

     別府市立東山小学校 
          別府市立東山中学校 
     校(園)長 谷川 芳明 

ＰＴＡ広報部が作成に取り組んでいる「新聞」につきましては、総会でもお知らせしましたとお

り、今年度から Instagram（インスタグラム）と note（ノート）で発信をしています。 

なお Instagram はアカウント登録の必要が、note については二次元コードからのアクセスが

必要となります。 

校内にも広報部役員さんが作成したチラシを掲示していますので、ご興味がある方は参考

にされてはいかがかと思います。 

スクールカウンセラーの小野先生からは「アップしている画像がきれい」と評判です。 

 

ＰＴＡ役員会でも要望がありましたので、あらためて市教委に上記検討をお願いしました。 

６月２５日に別府市防災危機管理課職員２名が来校し、現場確認後、協議及び見解を伺い

ました。 

 

 【避難所としての視点から】 

１ 東山小中学校は、昨年度３回避難所として設置されたが、避難者は０名であり、要望は出 

ていない状況 

２ 命を最優先として考えたとき、避難者には無線 Wi-Fi でなくとも、ラジオ、無線、電話等で 

情報提供は可能。 

３ 上記により、避難所としての無線 Wi-Fi 設置の優先順位は低い。 

 

 【無線 Wi-Fi 常設について】 

１ 電波は docomo、au、softbank 等の問題。 

２ 基地局設置（増設）は、東山小中学校が国立公園内にあるため困難。 

３ 設置にはかなりの費用がかかる。（ケーブルテレビ、光通信も設置不可と確認済） 

４ 災害時のフリーWi-Fi については、市内の実績はない。 

   

 【その他】 

１ 以上により、防災の観点からは無線 Wi-Fi の常設設置は困難。 

２ 市としては、市内の不感知地帯は携帯会社に電波改善の要望をあげている。  

３ 地域のための無線 Wi-Fi ということであれば、防災・教育の視点ではなく、自治会等を通 

じた要望を出すしかない。 

 



 

 

『学校(園)の教育目標』 

多様な人とかかわる中で、自他のよさを認め合い、協調して学び、新たな自分を発見できる子どもの育成 

学校通信  

ひがしやま 第２９号 

発行日 令和 6 年６月２８日（金） 
発行者 別府市立東山幼稚園 

     別府市立東山小学校 
          別府市立東山中学校 
     校(園)長 谷川 芳明 

工事業者の方から、子どもたちが高所作業中の姿をみて「すごい！」とか、壁紙が変色し、

剥離が著しい状態から、一転、真新しい壁を見て「わあ、きれい！」と言ってくれたことが、とて

もうれしかったと話してくれました。工事中の騒音や過ごし方では、子どもたちに大変迷惑をか

けました。 

 

 

 

小学生を対象に面談を開始しました。目的は中学生と同じです。何年生まで対象とするか

は、はっきり決めていません。取り急ぎ、国語の授業において、担任に協力を「依頼」されて「杜

子春」の読み聞かせをした５年生から開始しました。 

５月から始めた中学生の面談は６月中旬に一応終了しました。内容を要約して、何度か本 

通信でもお知らせをしたところです。 

面談は私が東山の子どもたちをよく知りたい考え、実施しました。これからも機会を設けて

「今何を感じているか」など子どもたちといっしょに考えていきたいと思います。 

中学生の多くが私に教えてくれた本校の「すばらしさ」は①自然が豊か。➁少人数。➂静

か。④たくさん友人ができること⑤行事が多い。どれもこれも私が彼らと同じ年代には経験した

ことがなく、思いもしなかったことでした。 

 

約２６年ぶりの壁紙リフォームです。 

あわせて両階段踊り場のコンクリートの壁に、掲示

板を据え付けてもらいました。（予算内での設置になり

ましたが） 

現掲示物を整理するとともに、子どもたちにとって

効果的な掲示を考えていきます。 


